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神奈川県保健医療計画 進捗状況評価調書 

 

 

 

 

とりまとめ担当課：保健福祉局保健医療部健康危機管理課 

 

１ 課題に対する平成 25 年度の取組実績 

 

 

 

（１） 健康危機管理体制の整備及び充実強化 

 

→関係団体等との連携体制や情報提供などの健康危機管理体制の充実強化・他都道府県との

連携体制の充実強化 

→リスクコミュニケーションを実施し、健康危機管理に関するわかりやすい情報提供を図る 

＜概要＞ 

中国での鳥インフルエンザ（Ｈ７Ｎ９）ウイルスの人への感染が拡大する事象（平成 25

年３月～５月）に対応するため、健康危機管理体制の強化及び新型インフルエンザ等対策

特別措置法に基づく総合的な対策に取り組んだ。 

 ・新型インフルエンザ等の発生に備えた健康危機管理として、庁内関係機関との調整を進

め、庁内対策会議、政令市等保健所設置市会議、有識者による研究会、医療関係機関と

の会議等の開催 

・新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく、神奈川県新型インフルエンザ等対策行

動計画の作成、指定地方公共機関の指定、帰国者・接触者外来の指定 

・政府全体訓練と連携した新型インフルエンザ等対策訓練の実施（平成 26年１月） 

（２） 保健福祉事務所における機能強化 

 

→健康危機管理に係る専門的人材の育成  

＜概要＞ 

・各保健福祉事務所において、食品等事業者、福祉施設・医療機関等職員、地域住民、 

市町村等を対象に食中毒、感染症対策、エイズ・結核対策等の講習会、研修会等を開催 

 ・保健福祉局専門職員研修（公衆衛生概論Ⅱ）を保健福祉事務所が開催し、職員が受講 

 ・災害図上訓練の実施 

→住民意識を高めるため、地域住民のリスクコミュニケーションを図る 

 ＜概要＞ 

 ・感染症対策会議（管内病院、医師会等医療関係団体、消防、市町村）の開催 

 ・地域住民等を対象に感染症対策、災害時の食に関する要援護者対策、救急法の普及啓

発、食の安全・安心等の各種講演会の開催 

 ・感染症発生情報等のホームページへの掲載 

５事業５疾病用 

＜項目＞ 

第９章 その他の疾病対策等  

第４節 健康危機管理体制 
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２ 参考指標の推移 

 

３ 課題ごとの進捗状況の評価 

（１）健康危機管理体制の整備及び充実強化 

 

（２）保健福祉事務所における機能強化 

 

４ 総合評価 

評価 評価理由 

Ｂ 
 健康危機管理体制の確保及び保健所の運営に係る地域における健康危機管理の

拠点としての機能強化については、いずれについても、課題解決に向けて比較的

順調に進捗している。 

 

５ 特記事項 

取組 

区分 

指標 

区分 
指標名 単位 

神奈川県 
出典等 

H24 年度 H25 年度 

        

評価 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

評価分析 

神奈川県新型インフルエンザ等対策行動計画を全国２番目に作成し、県内の

対策の総合的な推進及び措置等を示すとともに市町村及び指定地方公共機関が

それぞれの計画を作成する際の基準を提示することで、本県における新型イン

フルエンザ等の発生に備えた健康危機管理体制の整備を順調に進めた。 

評価理由 

新型インフルエンザ等の発生に備えた健康危機管理体制としては、国、市町

村、医療機関関係団体等との積極的な情報交換・連携強化を図り、比較的順調

に対応することができた。 

今後の取組み

の方向性 

健康危機の発生時に県民が状況を的確に認識した上で行動ができるよう、リ

クスコミュニケーションを実施し、健康危機管理に関する情報を分かりやすく

提供する仕組みの構築に努める。 

評価 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

評価分析 

各保健福祉事務所において、各種専門的な講習会、研修会を開催する等、健

康危機管理に係る専門的人材の育成及び住民意識を高め、地域住民のリスクコ

ミュニケーションを図るための取組を実施した。 

評価理由 
保健所の運営に係る地域における健康危機管理の拠点としての機能強化を図

るための課題解決に向けて、比較的順調に進捗している。 

今後の取組み

の方向性 

平成 25 年度に引き続き、保健福祉事務所における健康危機管理の拠点とし

ての機能強化に取り組む。 

 

 

 

 

 


